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決算の概要 
2016年3月期 第2四半期  
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トピックス    



●マイナンバー制度開始に伴い 
       社会公共分野におけるIT需要増大 

市場環境 

当社の取組み 

●人材、とくにヒューマンスキルの育成強化 

●顧客ニーズに沿った受注体制整備 

市場環境と当社の取組み    

事業の「選択と集中」を継続推進 

●強みの「モノづくり」と高品質なサービスを活かす営業展開 

●IoTの進展、クラウドビジネスの拡大で 
       市場ITニーズはますます多様化 
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●メガバンク、保険、製造業などIT投資依然活発 
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2016年3月期 第2四半期 経営成績                     

（単位：百万円）      
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営業利益の変動要因       

（単位：百万円）  
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顧客別売上構成  
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カテゴリ別売上構成    

＜品目別＞ ＜業種別＞ 
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（単位：百万円）  

キャッシュ・フロー    

2015年4月1日～2015年9月30日     

・自己株式取得：-116 

・長期借入金返済：-113 

・配当金支払い：-81 

 など 

・税引前四半期純利益：255 
・未払消費税等の減少：-232 
 など 

・投資事業組合分配収入：19 
・有価証券の売却収入：18 
・有価証券の取得による支出：-71 
 など 
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貸借対照表 

（単位：百万円）  

2015年3月31日   2015年3月31日   2015年9月30日    

（77.2％）   

（22.8％）   

（44.1％）   

資産の部   負債・純資産の部    8,813           

（76.3％）   

（23.7％）   

（24.9％）   

（30.1％）   

（45.0％）   

9,165         
（前期末-352）           

-353 

-222 

-58 

-73 

（26.3％）   

（29.6％）   

9,165         



業績の見通し 
2016年3月期 通期  
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当期の課題 
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事業活動の存在価値向上へ 

収益構造をinnovate（変革） 

プロジェクトマネジメント徹底 

 収益性高い事業へのシフト推進 
 プロジェクト状況の迅速な把握 

当期の経営方針 

今下期の課題 
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注力案件 

契約先 主要顧客 ポイント・主要案件 

メーカー Ａ社 メガバンク、組込み、住宅設備機器、マイナンバー 

ベンダー系 Ｂ社 マイナンバー、人材サービス、教育、国保 

Ｃ社 官公庁、サポートセンター 

Ｄ社 生保 

ユーザー系 ●金融 メガバンク、取引所運用、証券税制改正、生保 

(情報子会社) ●広告代理店 基幹系開発・保守 

エンドユーザー ●通信キャリア 料金系・コンテンツ系、検証サービス 

(直契約) ●不動産 検証サービス 

●損保 検証サービス（商品開発対応、ネット取引など） 

●精密機器 クラウド対応、継続的エンハンス案件 



Copyright  IX Knowledge Inc. all right reserved. 
14 

2016年3月期 業績予想 

（単位：百万円）   
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中期財務目標   




